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プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３、バナナのタネはどこにある？
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野生種バナナ　　　　　食用バナナ・園芸品種
学習指導要領との関連　　　　　　  ：（ムサ・ウェルティナ）　：（ミャンマー産）

	小学校
社会
	５年
	（2）我が国の農業や水産業について，次のことを調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして調べ，それらは国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを考えるようにする。 
　ア （略）

イ　我が国の主な食料生産物の分布や土地利用の特色など


小学校教科書関連単元＊参考：東京書籍
	小学校
社会
	５年
	２　わたしたちの生活と食料生産

３　これからの食料生産とわたしたち


指導計画一例　＊参考：東京書籍
小学校５年社会　３　これからの食料生産とわたしたち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：５時間　　　本時：５時/５時間
	配当時間
	主な学習活動
	
	評価規準

	１
	・スーパーマーケットの野菜売り場を、次のような観点で観察する。

①同じ野菜で値段や品種の違うもの

②産地や生産者などが表示されているもの

・食の安全に関する新聞記事を読み、どのようなことが問題になっているのかつかむ。

・値段の違いは、どのような理由によるのか、話し合う。
・どのような野菜を買いたいと思うか、それはなぜか、自分ならどうするのか、などについて話し合う。
	
	【関・意・態】

・我が国の果樹栽培の様子に関心をもち、意欲的に調べるとともに、我が国の果樹栽培の特色を具体的に考えようとしている。

【思・判・表】

・果樹栽培と自然環境や国民生活とのかかわり、我が国の果樹栽培の発展について思考・判断したことを、適切に表現している。

【技】

・我が国の果樹栽培の様子について、統計その他の資料を用いて必要な情報を集めて読み取り、まとめている。

【知・理】

・我が国の果樹栽培に携わる人々が、温暖な気候や豊かな自然環境を生かし、安全でおいしい果樹の栽培の工夫を重ねて国民の食生活を支えていること、様々な産地の生産により豊かな食生活が支えられていることや、果樹栽培の発展のために地産地消の取り組みがなされていることを理解している。



	１
	・家庭に取材し、30～40年ほど前の食材と現在の食材とではどのように変わってきたかを発表し合う。

①和食から洋食へ

②魚から肉へ

③昔はなかったもの

・食料品の消費量の変化、輸入量の変化などの統計グラフも用いて、食生活の変化の理由について話し合う。

①食料自給率の変化
	
	

	１
	・食料生産の現場の変化を統計資料などから読み取る。

①土地利用の変化

②農業や漁業で働く人数の変化

③農業をする会社の数の変化

・食材を手に入れる方法が新しくなってきていることに気づき、それらがなぜ出てきたのか話し合う。

①宅配便

②インターネット

③オーナー制度

・地産地消の利点について発表し合う。
	
	

	１
	・食料生産と環境とをつなげて、水を媒介として、大きな観点から見て行くと、すべてつながっていくということを、模式図にまとめる。

①田の環境保全機能

②漁師による植林

・磯焼けの実態を知り、食料生産の面からの環境に対する関心を高める。
	
	

	１
本時
	・野生種と園芸品種の違いを知り品種改良を重ねていることを知る。（本プログラムの活用）
	
	


プログラムのねらい
〇身近なくだものを教材とすることで児童たちの興味・関心を引き野生種から園芸品種が出来ていることを知り品種改良について考える。
プログラムの内容
現在自分たちが食べている好きなくだものを自由に挙げさせる。（特に高知県の特産品について考えてみることが望ましい）自分達が好んで食べているくだものも、もともとは自然に自生していたものを人間が食べやすいように改良を繰り返し、人間にとって有用な品種を残そうとしている園芸品種であることを知り品種改良について考える。
おすすめポイント

普段なにげなく食べている身近なくだもの（山北みかんや土佐文旦など）を教材に取り上げることにより、興味・関心を引くことができる。また、身近なくだもののほとんどは自然に自生していた野生種を品種改良して、より食べやすくしている園芸品種であることを知ることができる。
関係機関の活用

〇インターネット活用
〇バナナ画像データ（高知県立牧野植物園）
　　　　http://www.makino.or.jp/
学習指導案
バナナのタネはどこにある？　
小学校５年　社会　「これからの食料生産とわたしたち」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
小学校５年　社会　（2）我が国の農業や水産業について，次のことを調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして調べ，それらは国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを考えるようにする。
ア　（略）

イ　我が国の主な食料生産物の分布や土地利用の特色など→発展的な学習として活用
学習指導要領のねらい
我が国の産業の様子，産業と国民生活との関連について理解できるようにし，我が国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をもつようにする。
使用教材
１）くだもの（実物数種類）orくだもの写真（数種類）
２）野生種バナナ・食用バナナ画像（画像データ印刷）
３）インターネット接続ができるパソコン
４）参考ホームページ
「バナナの足」研究会

http://www.geocities.jp/banana_rnj/index.html
＊２）の画像データは下記のホームページより入手
高知県立牧野植物園

http://www.makino.or.jp/
授業の展開
小学校５年　社会「我が国の主な食料生産物の分布や土地利用の特色など」
本時１時間扱い
	時
間
	学習の内容と活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間
	・自分の興味のあるくだものの名前を挙げる。
・どんな味がするのかを答える。
・調べたいくだものを決める。
・調べたいくだものについてインターネット、図書等で調べてみる。
　原産地
　植物体

品種
　生産が多い地域など
・人が生きていくいために必要な食物としての植物（くだもの）と品種改良について考える。
・気づいたことや感想を発表する。
	●どんなくだものが好きか質問する。

●名前の挙がりそうなくだものを数個提示する。
・あまい・おいしいなど
●高知ではハウス栽培が多いことを補足する。

●バナナを例に挙げ、写真を見せながら野生種バナナはタネが大きく食べる部分が少ないことを説明する。また、写真を活用して現在食べているバナナのからだのつくりや生産が多い地域（フィリピン、台湾、エクアドルなど）、品種、原産地（東南アジア）などを説明する。
＊参照：「バナナの足」研究会
●高知県の特産品を紹介する。

●調べたくだもののほとんどすべて人が食べるために品種改良（バナナのタネは野生のものにしかないことを説明する）され、各地で生産されている。
〇人などの動物の食べ物としてのくだものに興味・関心をもち，生物どうしのかかわりについて自ら調べようとしている。【関・意・態】
●困っている児童には、人は生きていくためには食べなくてはならないが、人の都合だけで品種改良を進めてもいいと思うかなどを問いかける。
	・カキ
・パイナップル
・リンゴ

・ブドウなど

＊実物が用意できない場合は写真でも可
・野生種バナナと食用バナナの断面写真

＊参照：高知県立牧野植物園ホームページ
・土佐文旦
・山北みかん

・新高梨など

・参考図書
・インターネット接続ができるパソコン




プログラム活用の工夫
くだものは、ほとんどがおいしく食べられ生育地や個体数も確保されるようになっているが、そもそも野生の果実は小さく、渋かったり硬かったりして人間が食べられるものではないため、野生のくだもの（野生種）の生育地や種類が減っていることにつなげていくことがポイントである。また、学習の後、家庭でむかし食べていたくだものの種類や値段などを聴き取る学習も有効である。
資料
野生種と食用バナナの断面
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野生種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食用
